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日商簿記 1級＆全経上級ダウンロード講座
商会 No.2【棚卸資産と商品販売】

収録日：平成 25年 12 月 18日

確認日：平成27 年3 月 12日

【出題実績】

日商簿記１級過去問 商業簿記 棚卸資産は連結以外では、ほぼ毎回

全経簿記上級過去問 商業簿記 棚卸資産は連結以外では、ほぼ毎回
会計学 168回で概念 FWと企業会計原則の問題の中で出題

棚卸減耗損と商品評価損の内容が、試験にはよく出ている

＜サクッと受かる日商簿記 1 級 1（資産負債会計編）改訂五版 P22-26
2（純資産損益会計編）改訂四版 P130-171

＜スッキリわかる日商簿記 1 級Ⅱ（貸借対照表編）第 3版 P2-6、問題編 P33-37
Ⅱ（損益会計編）第 3 版 P8-36、問題編 P33-37

＜検定簿記講義（会計学）H25 年版 P13～23



2

一般商品売買

一般商品売買を理解しておく事は上級簿記を学習するのであれば、常識と考えておこう。

売価の求め方

Ａ商品は原価 6,400円 原価率 80％

売価は 6,400÷（ ）＝

80％

Ｂ商品は原価 6,000、利益率 40％

売価は 6,000÷60×100
40％

60％

Ｃ商品の売価は原価 8,000円に 20%付加

売価は 8,000円×1.2

20％

100％

総仕入高から 総売上高から

値引・割戻 控除する 控除しない

返品 控除する 控除する

返品は取引の取消だから、いずれも控除する

仕入は取得原価で評価するから控除する 売

上を控除しない理由は次のページ

値引・割戻・返品と原価率の算定

原価率と利益率と付加率

6,400

6,000

8,000
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仕入先 当社

＜売上値引・割戻しは原価率算定で何故控除しないのか＞

総仕入(10 個)900 総売上 1,000（10個）

値引100 値引 100（1 ヶ月後の入金値引） 事後に判明

（通常売る前に判明している）

＜値引前＞

80％
1,000

この会社の本来の原価は８0％

＜売上返品 100円ありとする＞

80％
900

（売上返品分は期末商品になる）

返品行為は原価率に影響しないから控除可

＜さらに売上値引 100円ありとする＞

90％

900
                       800

（値引分は商品もどる訳ではない）

原価率は事前に決めるもの。値引行為で原価率に影響するから控除不可

損益計算書では、純粋な売上高を表示したいので、値引は控除します

得意先

900
－100

800

0

900
－100

720

80

900
－100

720

0
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練習問題

前 T/B（抜粋）

仕入 2,400 売上 3,250
売上値引 200 仕入値引 100
売上戻り 150 仕入戻し 60

※売上は売上割引100 円控除後の金額である Ｐ／Ｌで売上割引は控除してはいけない

（修正仕訳）売上割引 100／売上100

修正後Ｔ／Ｂ

仕入 2,400 売上 3,350
売上値引 200 仕入値引 100
売上戻り 150 仕入 60
売上割引 100

原価率＝原価／売上

売上＝3,250+(修正仕訳 100)－150＝3,200（値引は控除しないが返品は控除する）
原価＝2,400－100-60＝2,240（返品も値引も控除する）
∴原価率＝70％

（売上は一旦全部引いてから、値引きだけ加算する方法で覚えてもいい）
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Ｐ／Ｌ
売上高

期首商品棚卸高

当期商品仕入高

1,304,500
360,000
807,000

合計 1,167,000

（練習問題）
前Ｔ／Ｂ

繰越商品 360,000 売上 1,372,000
仕入 900,000 仕入値引 27,000
売上値引 45,500 仕入戻し 66,000
売上戻り 22,000 仕入割引 9,000
売上割引 4,500

期末商品は 195,000円である

この資料に基づき、原価率の算定とＰ／Ｌ作成を行ないなさい

売上 1,372,000 1,350,000
△22,000

（戻りだけ引く）
0.72

原価 972,000

期末商品棚卸高 195,000 972,000
売上総利益 332,500

360,000

900,000
△27,000
△66,000

807,000
195,000
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資産総論

B／S 中心

B／S

P／L 中心

IFRS

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄ゙ 型

B／S

1／1 支払家賃 120,000 ／ 現金預金 120,000
3／末 前払家賃 90,000 ／ 支払家賃

90,000 P/L中心の考え方から B/S項目へ

売却価値

4／1 3／末

1／1
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概念フレームワーク（考え方の枠組み）

資産の定義を積極的に行った（一番わかりやすい）

過去の取引または事象の結果として報告主体が支配している経済的資源（CF 獲得能力）

反対概念として負債の定義 経済的資源を引き渡す義務（≒資産を引き渡す義務）

その差額が純資産

3／末 貸借対照表日
B／S

資産の運用方法 資産の調達方法

資産
現金預金

有価証券（国債等）

固定資産（土地等）

負債

純資産

繰越利益

4／1 3／末

B／Kから借入等

株主の資本

事業での利益

リースの話をしている時に

リース資産 1,000／リース債務 1,000 と書いてますが

リース資産 50,000／リース負債 50,000 として説明すべき

でした。訂正してお詫びします。
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資産の分類

正常営業循環基準と 1年基準

B／S

正常営業循環基準

1年基準

仕入／買掛金 売掛金／売上

仕入先 得意先当社

買掛金／現金 現金／売掛金

商品

資産
流動資産

売掛金

短期貸付金

固定資産
長期貸付金

有形固定資産

繰延資産

負債
流動負債 買
掛金 短期

借入金
固定負債 長

期借入金

純資産
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20,0

減価償却

費

資産の評価 貨幣性資産（現金／売掛金のように、換金できる資産と考えよう）

回収可能価額（売掛金－貸倒引当金）

費用性資産（減価償却費／備品のように、費用にかわる資産と考えよう）

取得原価を費用と資産に配分（費用配分の原則）

貨幣性資産

費用性資産

仕入 100,000
売上原価 60,000 当期の費用

商品 40,000 次期以降の費用（＝資産）

備品 100,000 耐用年数 5年

100,000

00

80,000

当期の費用

次期以降の費用（＝資産）

個別対応か期間的対応かは別にして、取得原価を当期と次期以降の費用に配分するという考え

方は同じ

固定資産

棚卸資産

売掛金 100,000
貸倒引当金△2,000

98,000
回収可能価格
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割引現在価値

貸付金 10,000（利率5%） （利率 2%）

500 500 10,500（元の契約）

200 200 10,200（変更後）

割引価値で資産評価は客観性の観点で？

1.05

1.05 1.05

1.05 1.05 1.05

10,000

9,900
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資産の分類 金融資産

（金融投資） 事業資

産（事業投資）

企業（投資の束）

上新 ヤマダ

工事別：10,000 工事込

110,000100,000

B／Kから借入

株主からの資本

貨幣

金融投資

事業

棚 卸

有形固定資産
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棚卸資産 継続記録法と棚卸計算法

主要材料：継続記録法 補助材料：棚卸計算法

10
110個 120個

① 100
③ 60

実在庫 50個

減耗損 10個 実在庫 50個

棚卸資産の期末評価 正味売却価額

当期の損益として純額で売上高に算入する。

貸借対照表価額と市場の関係

金融資産：購入市場と売却市場が同じ→時価把握が容易

事業資産：購入市場と売却市場が異なる→正味売却価額や再調達原価で計算

帳簿在庫実在庫

原価
評価損

正味売却価額 時価
棚卸減耗損

60

10

① 100
③ 60

② 40
④ 70


